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　東日本大震災からもうすぐ10年。インフラ整備、

住宅再建、産業再生がようやく形になって見えてき

てはいる。しかし、この間にたびたび台風災害に見

舞われたり、今年になってからは新型コロナの影響

もあって、復興への道のりはまだ厳しい。とくに地

域の産業は苦境に立たされていると言わざるを得な

い。

　三陸の復興を成し遂げるには、震災前の産業を取

り戻すことに加え、新たな産業を創り出していくこ

とが重要だ。そのためには、地元にある資源や人材

を掘り起こしていく地道な取り組みを進めていくこ

とが大切である。

　三陸といえば海の資源に目が向きがちだが、山の

資源も忘れてはならない。三陸は海岸線のすぐそば

まで急峻な山が迫っている。山の奥地で得られるよ

うな山の恵みが海の恵みと一緒に得られることが三

陸の大きな特徴といえる。

　山の恵みの一つに和ぐるみがある。岩手は全国の

中でも一番と言って良いほどくるみの木が多く自生

している。河川敷や川沿いの堤防、山間部の沢近く

などには群落が随所で見られる。秋に実を落とした

和ぐるみは川の流れに運ばれて河口や海岸線に大量

に流れつく。三陸沿岸の各地では北上山地で育った

和ぐるみが簡単に手に入れられることもあって、和

ぐるみ食の独特の文化がある。お正月のお雑煮の餅

をくるみだれで食べるのはその代表である。ひゅー

ず、かま餅という名称で呼ばれるおやつにも和ぐる

みは欠かせない。大槌町の金澤地区では、シソの葉

で巻いた寿司の中に和ぐるみが入っていて、そのお

いしさに感動した。

　くるみと言えば樹皮も活用できる。その樹皮の特

性は、剥ぎやすい、丈夫でしなやか、まっすぐで長

さがある、木肌が美しいことから、かご細工の材料

には打ってつけである。くるみの樹皮で編んだかご

は近年非常に人気が高まっている。かご細工教室を

開けば、申し込みが即日で定員に達するほどである。

　久慈市の清水商店では、シラカバ樹液にこだわっ

た新商品を次々に出している。平庭高原をはじめシ

ラカバがたくさん自生している土地柄である。早春

にシラカバの樹液を採取し、シラカバドリンクにし

ている。ほんのり甘さがありシラカバの養分をいた

だいて清々しい気持ちになる。シラカバ樹液を使っ

たジェル、せっけんもあり、じわじわと人気が広が

っている。今年の新商品はヨモギ茶である。そこら

じゅうにいくらでも生えていて、どちらかといえば

邪魔者扱いされるヨモギ。それを春のうちに一つ一

つ摘み取って乾燥させるのは手間がかかる仕事であ

る。そうしてできたヨモギ茶をいただいた。ヨモギ

独特のいい香りがしてとてもおいしい。

　株式会社のだむらがこだわっているのはヤマブド

ウ。もともと樹木に絡みついて山林に自生している

ヤマブドウを活用しようと野田村ではヤマブドウ栽

培に力を入れてきた。ヤマブドウの加工品としては

ワインをはじめとして、最近はピューレ、ジュース、

サイダーと商品のラインナップが充実してきてい

る。ヤマブドウの強烈な味はとても深みがあって忘

れられないものになる。

　このほかにも山の恵みといえば、きのこや山菜も

豊富にあるほか、大槌町ではジビエの取り組みも始

まっている。三陸にはまだまだ山の宝物がたくさん

眠っている。もっと掘り起こして活用策に知恵を絞

りたい。
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　県は、県立釜石祥雲支援学校新

築等工事の事前評価について、県

大規模事業評価委員会（委員長・

加藤徹宮城大学名誉教授）に諮問

し、 日開かれた第３回委員会で

審査を行った。委員会では県側の

事業実施について概ね妥当という

方向性を決定。今後パブリックコ

メントの結果を確認した上で、次

回委員会で答申案を取りまとめる

予定。県では2020年度内の入札・

契約を目指しており、新築移転先

である旧県立釜石商業高等学校の

跡地に整備されている応急仮設住

宅の解体が終了後、速やかに同校

の整備工事に入りたい考え。

　釜石祥雲支援学校は、敷地面積

が2200平方㍍と狭いことから屋内

運動場がなく、高等部は近隣の高

等学校に分教室として設置するな

ど、施設・設備が不十分な状態に

ある。現校舎は築42年が経過し老

朽化が著しいことから、小学部か

ら高等部までの一体型の学校を整

備することで、施設の機能向上と

学校教育活動の円滑な推進を目指

す。

　全体事業計画を見ると、校舎（新

築・木造）4050平方㍍、屋外プー

ル（鉄骨造）680平方㍍、屋外運動

場（グラウンド）１万119平方㍍、

体育館（鉄骨造）614平方㍍。校

舎は県産木材等利用促進条例およ

び県産木材等利用促進行動計画に

基づき、木造の２階建てを予定し

ている。

　建設用地は、釜石市平田の旧釜

石商業高校跡地で、敷地面積は２

万8029平方㍍。東日本大震災で被

災した人が入居する応急仮設住宅

の整備用地となっていたが、20年

５月末までに入居者全員が転居を

完了していることから、12月まで

に解体される見通しとなってい

る。

　事業期間は2022年度まで。総事

業費は、現時点で27億4700万円と

試算されている。

　 日に開かれた事業評価委員会

で、県側から事業概要などを説明。

委員からは移転・改修・移転予定

地を別用途で活用した場合などそ

れぞれのコストと便益、現地から

の移転になることでの通学への影

響などについて質問が上がった

が、事業実施とする県の方針につ

いては概ね妥当とする方向で、現

地調査などは行わないことを決め

た。今後はパブリックコメントの

結果を確認した上で、次回委員会

で答申案を決定する見通し。

　同校の新築等工事に向けた設計

業務は、渡辺設計事務所が18年度

から担当し、完成済み。今後の予

定を見ると、20年度内に校舎等新

築工事の入札・契約を行い、21年

度から本格的な工事開始の見通

し。21年度に屋外運動場の整備工

事にも着手し、事業完了は22年度

を目指す。

　一関市は、真柴字矢ノ目沢の旧

南光病院跡地について、県医療局

と売買交渉を行った後、産業用地

として整備して利活用する方針を

示した。ＩＴやテレワーク事業な

どの事務的職業の集積地を形成

し、雇用の場の創出などにつなげ

たい考え。市では、22年冬からの

分譲開始を目指して、造成工事な

どの作業を進めたいとしている。

　産業用地として利活用する考え

は、市議会の全員協議会で提示さ

れた。跡地は、06年４月に県立南

光病院が移転して以来、未利用と

なっている。

　土地は、病院用地、グラウンド

や農場などの作業療法用地、一般

公舎用地の計７万3655.93平方㍍

の面積。本館棟や病棟、検査棟、

病法棟、療法棟、公舎などといっ

た合計の延べ床面積１万4923.76

平方㍍の建物が立地する。

　移転から14年が経過し、建物の

老朽化で景観を害しているほか、

草木が繁茂し野生動物のすみかに

なっている。国道284号などの道

路沿いから死角となる部分が多

く、不審者の侵入が危惧されると

いった景観や防犯上の課題など、

住環境への悪影響が懸念される。

　市街地の中心部にほど近く、東

西の主要アクセス道の国道284号

沿いに面し、ＪＲ一ノ関駅から２

㌔圏内で、市が目指す産業集積拠

点として好立地。企業誘致の推進

や就労環境の整備、地域住民の住

環境の改善といった市の課題解決

へ、産業用地などとしての利活用

を計画した。

　現在、一関地域内の工業団地の

分譲可能地がない状況。市による

と、同市にＩＴやテレワーク事業

などのための、拠点設置を検討す

る企業があり、サテライトオフィ

スなどの拠点設置を跡地へ立地す

ることを検討する企業が複数社あ

るとしている。まちづくりスタッ

フ会議でも、企業誘致を推進する

ため、産業用地の造成を求めるこ

とが上がっている。

　就労環境を見ると、20年３月卒

の新規高卒就職希望者の地元就職

率は46.7％となっているほか、働

きたい女性は事務的職業の希望が

多い。こうしたことから、ＩＴや

テレワーク事業などの事務的職業

の集積地を形成する計画とした。

　現段階での売買交渉のスケジュ

ールは、県医療局に譲渡要望書を

提出し、同局での内部調整は完了

しており、今月までで県医療局と

市で、不動産鑑定評価を実施予定。

10月に価格交渉などの譲渡契約の

内容について交渉・合意し、翌11

月に県医療局と仮契約を締結した

い考え。12月の市議会に財産取得

の議案を提案し、議決の時点で本

契約となる。

　更地の部分は先行して所有権移

転。建物敷地は、県医療局で建物

を解体後に所有権移転を予定して

いる。

　産業用地の整備スケジュール

は、市議会の９月定例会で土地調

査費や測量設計委託費を補正予算

として議会最終日に提案する予

定。10月に土地調査と測量設計委

託を入札し、請負業者を決定した

いとしている。

　20年11月から21年１月までで跡

地の土地調査、20年11月から21年

６月までで測量設計と開発協議の

申請、決定を予定する。21年秋ご

ろから22年秋ごろまでで跡地の造

成工事、22年冬からの分譲開始を

目指す。産業用地の整備に伴い、

市道矢ノ目沢線の拡幅、同線から

の進入路設置も計画している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県盛岡広域振興局土木部は、高

森の沢での通常砂防事業につい

て、20年度は測量や砂防堰堤の詳

細設計などを実施する。このほど、

同局経営企画部により「高森の沢

大釜地区砂防堰堤測量地質調査設

計業務委託」の入札が行われ、国

土防災技術が1600万円で落札し

た。（関連４面）

　高森の沢は、滝沢市大釜地内に

位置。砂防堰堤１基を整備する計

画となっている。

　今回の業務では、▽砂防堰堤詳

細設計▽ボーリング調査（一般調

査）▽解析等調査（解析業務）▽

基準点測量▽現地測量―などを実

施する。委託期間は、21年３月19

日までを予定している。

　20年度に事業に着手。同土木部

では、年度内にも設計を固めたい

考えとしている。設計が固まった

後、地元への説明を行った上で、

用地測量に入る構え。現段階で、

24年度の完成を目指すとしてい

る。

　県南広域振興局は、経営体育成

基盤整備事業小山中央南地区第２

号工事を入札した結果、鈴健が１

億4830万円で落札。農地中間管理

機構関連農地整備事業大森・鳥の

海上地区第１号工事は、板宮建設

が１億1606万円で施工を決めた。

（関連５面）

　小山中央南地区は、18年度から

業着手し、整地工147.7㌶、農道1

9㌔、用水路24.8㌔、排水路22.6㌔、

暗渠排水の整備が全体計画。27年

度までを期間に、37億6900万円の

総事業費を計画する。

　小山中央南では、今年度から面

整備に入っていく。上流となる西

側から手を掛ける。２号工事は、

整地工12.1㌶、幹線用水路工729.7

㍍、支線用水路工1572.7㍍、排水

路工2119㍍、道路工1625㍍を内容

としている。

　大森・鳥の海上地区は、今年度

から着工する。１号工事は、整地

工9.19㌶、用水路工1918.0㍍、幹

線用水路工594.3㍍、排水路工106

7.0㍍、道路工1652.0㍍、取水工１

カ所を内容としている。

　大森・鳥の海上地区の全体計画

は、区画整理33.3㌶、暗渠排水25.

9㌶、農道4.0㌔、用水路6.9㌔、排

水路5.3㌔。19～24年度の事業期

間で、９億6000万円の総事業費。

　今年度から着工する経営体育成

基盤整備事業の増沢西部について

も、１号工事の施工業者が決まり、

佐野建設の施工担当。１号工事は、

整地工2.78㌶、取水工１式、用水

路工606㍍、排水路工293㍍、道路

工605㍍が内容となっている。増

沢西部の全体計画は、整地工66.7

㌶、農道10.6㌔、用水路13.4㌔、

排水路14㌔、暗渠排水の整備。事

業期間は27年度まで、総事業費に

20億9100万円を予定する。


